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第
２
章　

東
日
本
大
震
災
と
災
害
協
定

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

　

平
成
７
年
１
月
に
起
こ
っ
た
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
に
つ
い
て
は
、
初
期
医
療
体
制
の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
、「
平
時
の

救
急
医
療
レ
ベ
ル
の
医
療
が
提
供
さ
れ
て
い
れ
ば
、
救
命
で
き
た
『
避
け
ら
れ
た
災
害
死
』
が
５
０
０
人
存
在
し
た
可
能

性
が
あ
っ
た
」
と
後
に
報
告
さ
れ
た
（
平
成
13
年
度
厚
生
省
科
学
特
別
研
究
報
告
書
）。
災
害
医
療
に
つ
い
て
課
題
が
浮
き

彫
り
に
さ
れ
る
な
か
、
厚
生
労
働
省
に
よ
り
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
・
日
本
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（D

isaster M
edical Assistance 

Team

・
デ
ィ
ー
マ
ッ
ト
）
が
17
年
４
月
に
発
足
し
た
。
18
年
９
月
に
は
西
日
本
の
拠
点
と
し
て
兵
庫
県
災
害
医
療
セ
ン

タ
ー
で
の
研
修
が
始
ま
っ
た
。

　

平
成
21
年
４
月
24
日
、
市
立
病
院
は
鹿
児
島
県
と
災
害
発
生
時
に
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
派
遣
を
要
請
す
る
協
定
を
結
び
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

指
定
医
療
機
関
と
な
っ
た
。
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
医
師
、
看
護
師
、
調
整
員
の
５
人
１
チ
ー
ム
で
編
成
さ
れ
る
。
災
害
の
急
性
期

（
概
ね
48
時
間
以
内
）
に
災
害
現
場
（
近
隣
事
故
災
害
）
お
よ
び
被
災
地
（
広
域
災
害
）
に
い
ち
早
く
出
動
し
、
救
命
医
療

を
提
供
す
る
。
市
立
病
院
で
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
医
師
、
看
護
師
ら
５
人
で
チ
ー
ム
を
組
み
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
研
修
を
受
け

な
が
ら
、
県
総
合
防
災
訓
練
、
九
州
緊
急
消
防
援
助
隊
訓
練
、
桜
島
爆
発
総
合
防
災
訓
練
、
海
上
保
安
庁
と
の
訓
練
、
Ｎ
Ｂ

Ｃ
災
害
訓
練
（
テ
ロ
行
為
）
な
ど
に
参
加
、
出
動
に
備
え
た
。
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一
方
、
こ
の
急
性
期
を
担
当
す
る
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
、
３
日
程
度
で
撤
退
す
る
の
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
し
て
被
災
地
の
支
援

に
入
る
の
が
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（Japan M

edical Association Team

）（
ジ
ェ
ー
マ
ッ
ト
）
で
あ
る
。
日
本
医
師
会
が
組
織
す

る
災
害
医
療
チ
ー
ム
で
、
22
年
に
災
害
へ
の
対
応
の
遂
行
方
策
と
し
て
提
言
さ
れ
た
。
派
遣
さ
れ
る
救
護
班
は
３
日
か
ら
１

週
間
の
活
動
を
前
提
に
、
チ
ー
ム
は
、
医
師
１
人
、
看
護
職
員
（
看
護
師
や
救
急
救
命
士
）
２
人
、
医
療
保
険
事
務
職
員
１

人
が
基
本
形
と
さ
れ
た
。

市
立
病
院
チ
ー
ム
出
動

　

こ
う
し
た
な
か
、
平
成
23
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
で
超
巨
大
地
震
が
発
生
。
そ
れ
に
伴
う
大

津
波
に
よ
っ
て
、
後
に
戦
後
最
悪
の
規
模
と
言
わ
れ
る
「
東
日
本
大
震
災
」
が
起
こ
っ
た
。

　

市
立
病
院
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
長
の
吉
原
秀
明
医
師
ら
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
チ
ー
ム
は
、
厚
生
労
働
省
、
鹿
児
島
県
の
要
請
を
受

け
て
同
日
午
後
11
時
に
は
、
参
集
場
所
の
福
岡
空
港
に
向
け
陸
路
で
出
発
し
た
。
翌
朝
４
時
に
到
着
（
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
で
は

３
着
目
）
し
、
福
岡
空
港
か
ら
の
１
番
機
と
な
る
自
衛
隊
機
に
搭
乗
、
茨
城
県
・
百
里
基
地
で
ヘ
リ
に
乗
り
換
え
た
あ
と
午

前
９
時
50
分
、
宮
城
県
仙
台
市
若
林
区
に
あ
る
陸
上
自
衛
隊
霞
目
（
か
す
み
の
め
）
駐
屯
地
に
到
着
し
た
。

　

駐
屯
地
で
は
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
16
隊
を
含
む
全
23
隊
が
、
宮
城
県
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
支
援
す
る
形
で
活
動
が
始
ま
っ

た
。
基
地
内
に
４
つ
の
テ
ン
ト
が
設
け
ら
れ
、
２
テ
ン
ト
が
傷
病
者
用
に
充
て
ら
れ
た
。

　

テ
ン
ト
は
10
人
ま
で
収
容
で
き
、
各
２
床
を
１
チ
ー
ム
で
担
当
。
九
州
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
任
務
を
交
代
し
な
が
ら
テ
ン
ト
を
管
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理
す
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
た
。
任
務
外
の
時
間
帯
は
、
基
地
内
に
搬
送
さ
れ
て
く
る
軽
症
症
例
の
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を

行
っ
た
。

　

到
着
日
、
担
当
し
た
１
例
目
は
、
14
歳
女
性
、
骨
盤
骨
折
疑
い
、
左
手
関
節
骨
折
、
低
体
温
の
傷
病
者
だ
。
２
例
目
は
、

そ
の
母
親
が
低
体
温
症
、
左
手
挫
傷
で
搬
入
さ
れ
た
。
と
も
に
津
波
に
飲
み
込
ま
れ
、
家
ご
と
流
さ
れ
壊
れ
た
屋
根
の
上
で

衣
服
の
濡
れ
た
状
態
で
濡
れ
た
毛
布
を
か
ぶ
り
親
子
で
一
晩
過
ご
し
た
と
い
う
傷
病
者
だ
。
父
親
は
流
さ
れ
て
お
り
、
心
的

外
傷
も
心
配
さ
れ
る
状
態
だ
っ
た
。
こ
の
傷
病
者
の
状
態
は
広
域
搬
送
の
適
応
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
域
内
病
院
へ
搬
送

さ
れ
た
が
、
岩
切
優
子
看
護
師
は
「（
14
歳
の
女
の
子
は
）
自
分
も
け
が
を
し
て
い
る
の
に
、
お
父
さ
ん
の
こ
と
を
ず
っ
と

心
配
し
て
い
た
。
市
中
の
病
院
に
運
ぶ
ま
で
の
１
時
間
、
話
を
聞
き
、
手
足
を
さ
す
っ
て
あ
げ
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ

た
」。
こ
の
時
点
で
は
広
域
搬
送
の
適
用
例
は
少
な
い
状
態
だ
っ
た
。
同
日
深
夜
、
後
続
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
40
人
が
到
着
し
た
。

　

３
月
13
日
、
後
続
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
に
任
務
を
託
し
、
先
着
の
九
州
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
現
地
か
ら
の
離
脱
を
図
っ
た
。
し
か
し
、
携

帯
電
話
の
通
話
・
メ
ー
ル
は
機
能
不
良
だ
。
市
立
病
院
、
鹿
児
島
県
と
の
連
絡
が
十
分
取
れ
な
い
な
か
で
、
熊
本
県
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
３
隊
と
バ
ス
を
貸
し
切
り
、
新
潟
ま
で
移
動
し
た
。
翌
朝
の
新
幹
線
で
東
京
へ
向
か
い
、
羽
田
空
港
、
福
岡
空
港
を
経

て
、
空
港
か
ら
は
市
立
病
院
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
専
用
車
で
帰
途
に
就
い
た
。

　

こ
れ
が
市
立
病
院
と
し
て
ま
た
鹿
児
島
県
と
し
て
、
初
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
派
遣
事
案
と
な
っ
た
。
野
田
真
里
看
護
師
は
「
起

こ
っ
た
こ
と
を
現
実
の
こ
と
と
し
て
受
け
止
め
切
れ
て
な
い
と
感
じ
た
。
今
後
は
治
療
だ
け
で
な
く
被
災
者
し
か
わ
か
ら
な

い
思
い
を
積
極
的
に
聞
い
て
あ
げ
ら
れ
る
人
の
存
在
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
心
の
ケ
ア
の
必
要
性
を
痛
感
。
吉
原
セ
ン

タ
ー
長
は
「
救
助
さ
れ
る
こ
と
な
く
亡
く
な
っ
た
人
の
多
さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。
後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
被
災
地
を
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離
れ
た
。
必
要
と
さ
れ
れ
ば
、
被
災
地
に
ま
た
赴
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
　
　
　
　

◇

　

市
立
病
院
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
帰
着
し
た
翌
日
の
３
月
15
日
、
今
度
は
日
本
医
師
会
長
か
ら
各
都
道
府
県
医
師
会
長
に
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

の
派
遣
要
請
が
あ
り
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
医
師
会
は
茨
城
県
を
担
当
。
鹿
児
島
県
は
北
茨
城
市
立
総
合
病
院
へ
の
支
援
を
依

頼
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
市
立
病
院
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
、
県
内
３
チ
ー
ム
目
と
し
て
３
月
23
日
か
ら
同
26
日
ま
で
、
北
茨
城
市
立
総
合
病

院
で
支
援
活
動
を
行
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
下
野
謙
慎
医
師
ら

４
人
。
23
日
早
朝
、
病
院
を
鹿
児
島
空
港
に
向
け
て
出
発
、
羽
田
空
港
か
ら
は
ジ
ャ

ン
ボ
タ
ク
シ
ー
で
午
後
１
時
に
現
地
入
り
。
早
速
、
前
チ
ー
ム
の
鹿
児
島
市
医
師
会

か
ら
引
き
継
ぎ
を
受
け
た
。
病
院
機
能
は
本
館
が
使
用
で
き
ず
、
新
館
で
一
般
外
来

患
者
診
療
の
み
実
施
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
は
撮
影
室
ま
で
の
動
線
が
確
保
で
き
ず
、
使
用

不
能
の
状
態
だ
っ
た
。

　

下
野
医
師
が
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
医
師
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
24
時
間
対
応
の
救
急

患
者
部
門
（
夜
間
）
を
担
当
し
た
。
患
者
は
23
日
６
人
、
24
日
４
人
、
25
日
５
人
、

26
日
５
人
の
内
訳
。「
私
た
ち
が
着
け
て
い
た
腕
章
を
見
た
患
者
・
家
族
の
方
々
か

ら
『
わ
ざ
わ
ざ
鹿
児
島
か
ら
来
て
下
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
』
と
言
葉
を
掛
け
ら
れ
、

こ
ち
ら
が
励
ま
さ
れ
、
力
を
も
ら
っ
た
」（
吉
松
茂
看
護
師
）
場
面
も
あ
っ
た
。

出動したDMATチーム
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相
互
応
援
の
機
運
広
が
る

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
後
、
国
内
の
医
療
機
関
で
は
大
災
害
時
の
相
互
支
援
の
機
運
が
広
が
っ
た
。

　

大
震
災
か
ら
半
年
後
の
平
成
23
年
10
月
、
市
立
病
院
と
市
医
師
会
病
院
が
、
大
規
模
災
害
発
生
時
の
相
互
支
援
協
定
を
結

ぶ
。
支
援
事
項
は
①
被
害
状
況
に
応
じ
た
入
院
患
者
の
受
け
入
れ
②
医
薬
品
、
医
療
消
耗
品
そ
の
他
必
要
な
資
器
材
の
緊
急

支
援
③
そ
の
他
患
者
給
食
等
の
支
援
④
そ
の
他
、
特
に
要
請
の
あ
っ
た
事
項
―
と
の
内
容
。

　

次
い
で
、
24
年
９
月
３
日
に
は
宮
崎
県
立
宮
崎
病
院
と
の
間
に
「
災
害
時
に
お
け
る
医
療
機
関
相
互
応
援
に
関
す
る
協

定
」
を
結
ん
だ
。
両
病
院
は
、
24
時
間
体
制
で
傷
病
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
両
県
の
基
幹
災
害
拠
点
病
院
。
九
州

で
県
境
を
越
え
た
自
治
体
病
院
間
で
の
協
定
締
結
は
初
め
て
だ
。

　

協
定
は
、
大
震
災
を
機
に
仙
台
、
秋
田
、
山
形
の
３
市
の
公
立
病
院
が
結
ん
だ
災
害
協
定
な
ど
を
参
考
に
し
た
。
協
定
で

は
①
医
療
機
器
や
医
薬
品
、
食
料
そ
の
他
応
急
物
資
の
提
供
②
医
師
、
看
護
師
な
ど
の
派
遣
③
患
者
の
移
送
受
け
入
れ
な
ど

要
請
が
あ
っ
た
も
の
の
支
援
―
な
ど
を
規
定
。
応
援
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
定
期
的
に
通
信
・
連
絡
訓
練
や
合
同
訓
練
を

実
施
す
る
。
締
結
式
は
宮
崎
市
で
あ
り
、
市
立
病
院
の
上
津
原
甲
一
院
長
は
「
災
害
時
は
縦
・
横
の
連
携
が
重
要
だ
。
よ
り

小
回
り
の
利
く
隣
県
同
士
の
協
定
締
結
が
九
州
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
れ
ば
」
と
強
調
。
県
立
宮
崎
病
院
の
豊
田
清
一
院
長

も
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
被
害
想
定
も
発
表
さ
れ
た
。
医
療
機
関
同
士
の
連
携
強
化
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
」
と
指

摘
し
た
。

　

さ
ら
に
翌
25
年
４
月
26
日
に
は
、
九
州
・
沖
縄
の
８
県
の
公
立
病
院
が
災
害
時
支
援
で
協
定
を
結
ん
だ
。
九
州
・
沖
縄
を
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網
羅
す
る
自
治
体
病
院
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
初
の
構
築
と
も
な
っ
た
。

　

協
定
を
結
ん
だ
の
は
、
鹿
児
島
市
立
病
院
▽
福
岡
市
民
病
院
▽
佐
賀
県
立
病
院
好
生
館
▽
長
崎
市
立
市
民
病
院
▽
大
分
県

立
病
院
▽
熊
本
市
立
熊
本
市
民
病
院
▽
宮
崎
県
立
宮
崎
病
院
▽
沖
縄
県
立
中
部
病
院
の
８
病
院
。
福
岡
市
庁
舎
に
８
病
院
長

ら
が
集
ま
り
、
福
岡
市
長
の
立
ち
合
い
の
も
と
そ
れ
ぞ
れ
協
定
書
に
調
印
し
た
。

　

協
定
の
内
容
は
、
先
行
し
て
市
立
病
院
と
宮
崎
病
院
が
結
ん
だ
内
容
と
ほ
ぼ
同
じ
。
会
長
を
務
め
る
宮
崎
病
院
の
豊
田
清

一
院
長
が
「
今
回
の
締
結
が
今
後
、
九
州
全
体
の
相
互
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
あ
い
さ
つ
。
市
立

病
院
の
上
津
原
院
長
は
「
東
日
本
大
震
災
で
は
自
治
体
病
院
の
司
令
塔
が
な
く
、
混
乱
も
あ
っ
た
。
病
院
同
士
が
つ
な
が
る

こ
と
で
、
即
座
に
支
援
が
で
き
る
」
と
語
っ
た
。




